
刑法犯罪

刑法犯 罪種別 認知件数の構成比
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刑法犯　認知・検挙件数・犯罪率の推移　（昭和53年～平成１9年）
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成１５年に減少に転じ、５年連続減少



刑法犯罪

都道府県 刑法犯総数 窃盗犯 都道府県 刑法犯総数 窃盗犯 都道府県 刑法犯総数 窃盗犯

全 国 1,494.0 1,119.2 山 梨 961.8 726.3 島 根 820.9 612.7
北 海 道 1,093.0 823.1 長 野 982.7 704.3 岡 山 1,498.1 1,096.2
青 森 837.5 600.1 静 岡 1,196.3 893.6 広 島 1,138.0 775.1
岩 手 667.3 481.2 富 山 962.7 696.6 山 口 1,030.9 701.4
宮 城 1,244.8 910.8 石 川 911.9 691.5 徳 島 1,064.8 760.4
秋 田 597.6 434.3 福 井 881.5 666.8 香 川 1,293.2 994.8
山 形 726.9 498.4 岐 阜 1,485.4 1,135.0 愛 媛 1,282.8 1,015.2
福 島 960.6 695.0 愛 知 1,955.8 1,468.2 高 知 1,427.7 1,111.6
東 京 1,793.4 1,286.5 三 重 1,384.0 997.2 福 岡 1,883.0 1,463.9
茨 城 1,552.3 1,208.5 滋 賀 1,185.7 894.6 佐 賀 1,177.2 920.8
栃 木 1,507.3 1,110.2 京 都 2,009.9 1,487.9 長 崎 738.5 484.2
群 馬 1,377.4 1,043.6 大 阪 2,454.6 1,948.5 熊 本 1,069.6 838.3
埼 玉 1,783.5 1,344.3 兵 庫 1,921.2 1,409.6 大 分 961.5 721.4
千 葉 1,724.9 1,324.3 奈 良 1,297.8 988.2 宮 崎 1,005.9 792.5
神 奈 川 1,267.2 945.9 和 歌 山 1,486.5 1,084.3 鹿 児 島 787.6 633.3
新 潟 1,040.5 751.3 鳥 取 1,043.5 716.5 沖 縄 1,144.7 798.1
注 １　犯罪率とは、人口10万人当たりの認知件数である。
　 ２　犯罪率の算出には、平成19年10月１日現在の推計人口（総務省統計局）を用いた。

都道府県別　刑法犯　犯罪率の状況

刑法犯　成人・少年別　犯罪者率の推移
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少年の犯罪者率は減少傾向であるが、成人
と比較して高い割合を占めている



刑法犯罪

凶悪犯　罪種別認知件数及び犯罪率の推移
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平成１９年の殺人の認知
件数は戦後最少。強盗の
認知件数は平成１６年以
降４年連続減少

粗暴犯　罪種別認知件数及び犯罪率の推移
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刑法犯罪

窃盗犯　手口別認知件数及び犯罪率の推移

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
年次

認
知
件
数
（

件
）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

犯
罪
率
（

人
口
一
〇
万
人
当
）

侵入盗 乗り物盗 非侵入盗 窃盗犯犯罪率

窃盗犯は、平成１５年
以降５年連続減少

知能犯　罪種別認知件数及び犯罪率の推移
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より増加傾向であったが、平成１７
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刑法犯罪

風俗犯　罪種別　認知件数の推移
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その他の刑法犯　罪種別　認知件数の推移
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被害状況

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

総 数 27,928 28,973 40,897 45,778 48,130 48,097 48,190 44,465 43,159 39,021

死 者 1,350 1,334 1,345 1,441 1,368 1,432 1,397 1,354 1,283 1,133

負傷者 26,578 27,639 39,552 44,337 46,762 46,665 46,793 43,111 41,876 37,888

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

年次

刑法犯 死傷被害者数の推移

総 数 死 者 負傷者
(人)

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

総額 265,185 280,684 354,388 366,539 375,881 339,787 325,846 280,536 245,840 228,594

現金 102,003 81,024 92,812 103,026 124,948 113,321 128,928 113,386 108,010 102,245

物品 163,182 199,660 261,576 263,513 250,933 226,466 196,918 167,150 137,830 126,349
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刑法犯 財産被害額の推移
総額 現金 物品

百万円

死者は平成16年以降４年連続減少。
負傷者は平成17年以降３年連続減少

物品の被害は平成14年以降減
少に転じたが、現金被害は横ば
いで推移



女性犯罪

刑法犯　女子被疑者の推移
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総数 72,723 64,922 63,378 68,423 74,574 79,589 84,122 84,162 81,690 79,547

成人 32,609 33,324 33,675 35,380 39,947 44,856 51,026 54,496 55,631 55,320

少年 40,114 31,598 29,703 33,043 34,627 34,733 33,096 29,666 26,059 24,227
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成人は平成１８年まで増加傾向で
あったが、平成１９年に減少。少
年は平成１６年以降４年連続減少

成人女子被疑者　主要罪種別　検挙人員の推移
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犯罪少年

刑法犯　犯行時の年齢別　犯罪少年検挙人員の推移
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14,15歳 66,124 59,252 56,305 57,874 56,528 56,942 52,357 49,595 45,559 43,918

16,17歳 61,952 55,629 52,455 56,162 58,635 58,296 53,841 48,368 43,802 38,690

18,19歳 29,309 26,840 23,576 24,618 26,612 29,166 28,649 25,752 23,456 20,616

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

各年齢層とも１０年前と比べ大
幅に減少

刑法犯　包括罪種別　犯罪少年検挙人員　構成比

平成19年 窃盗犯
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犯罪少年

刑法犯　罪種・手口別　犯罪少年検挙人員の推移
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あるが、万引きの減少が大きい

万引き　犯行時の年齢別　犯罪少年検挙人員の推移
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14,15歳 22,31416,94816,15217,42017,27316,36916,36615,61213,13213,278

16,17歳 21,63216,87615,76716,62717,70716,56516,70215,34012,40611,005

18,19歳 6,998 5,605 4,860 4,757 5,531 5,714 5,797 5,498 4,623 3,878
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各年齢層において減少傾向。平成１９年の
１４、１５歳は前年に比べ微増



重要犯罪

重要犯罪の認知・検挙状況の推移
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認知件数 検挙件数 検挙人員

認知件数 12,725 14,682 18,281 21,530 22,294 23,971 22,568 20,388 18,649 16,922

検挙件数 10,700 10,491 11,049 11,418 11,186 12,362 11,812 11,419 11,084 10,181

検挙人員 8,980 9,307 9,954 9,905 10,029 10,786 9,931 9,509 8,880 8,315

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

認知件数は平成１５年をピークに４年連続減少。
検挙件数及び検挙人員は横ばいで推移

重要犯罪　罪種別　認知件数の推移
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重要犯罪

強盗　手口別　認知件数の推移
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総　 数 侵入強盗 非侵入強盗

総　 数 3,426 4,237 5,173 6,393 6,984 7,664 7,295 5,988 5,108 4,567

侵入強盗 1,314 1,649 1,786 2,335 2,436 2,865 2,776 2,205 1,896 1,700

非侵入強盗 2,112 2,588 3,387 4,058 4,548 4,799 4,519 3,783 3,212 2,867

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

侵入強盗、非侵入強盗いずれも
平成１５年をピークに４年連続
減少

強制わいせつ　被害者の年齢別　認知件数の推移
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12歳以下 13-19歳 20歳以上

12歳以下 1,199 1,391 1,668 2,037 1,815 2,087 1,679 1,384 1,015 907

13-19歳 1,599 2,103 2,934 3,812 3,970 4,146 3,826 3,586 3,519 3,114

20歳以上 1,453 1,852 2,810 3,477 3,691 3,796 3,679 3,781 3,792 3,643

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

１２歳以下及び１３～
１９歳は平成１５年を
ピークに減少。２０歳
以上は平成１３年から
３千件台で推移



重要窃盗犯

重要窃盗犯の認知・検挙状況の推移
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(件・人) 認知件数 検挙件数 検挙人員

認知件数 330,369 367,174 423,281 443,502 478,476 469,148 407,929 338,967 282,047 241,425

検挙件数 213,261 197,011 140,351 120,183 133,960 140,861 135,933 133,390 127,901 124,158

検挙人員 24,533 24,533 22,126 22,493 22,425 22,596 20,600 18,719 18,098 16,857

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

認知件数は平成１４年をピークに５年連続減少。
検挙件数及び検挙人員は平成１６年以降４年連続減少

重要窃盗犯　手口別　認知件数の推移
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重要窃盗犯

住宅対象侵入盗　住宅構造別　認知件数の推移
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一戸建住宅 109,709 98,831 82,935 70,414 62,599

中高層住宅 32,671 26,915 22,546 16,654 14,057

その他住宅 46,666 44,304 36,684 32,411 26,315

併用住宅 1,427 941 780 544 519

15 16 17 18 19

(件)

すべての住宅構造で減少

事業所対象侵入盗　主要手口別　認知件数の推移
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「事務所荒し」及び「出店荒らし」が大
幅に減少



重要窃盗犯

自動車盗　被害程度別　認知件数
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自動車盗　認知・検挙状況及び被害回復率の推移
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重要窃盗犯

ひったくり　被害者の年齢層別・被害時間帯別　構成比
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20歳代、60歳以上の女性
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暴力団犯罪

暴力団　検挙人員の推移
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総　数 刑法犯 特別法犯

総　数 32,98532,51131,05430,91730,82430,55029,32529,62628,41727,169

刑法犯 20,20719,61119,66819,65020,40520,26519,47218,62918,01616,621

特別法犯 12,77812,90011,38611,26710,41910,285 9,853 10,99710,40110,548

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

(人) 暴力団の検挙人員は減
少傾向

暴力団犯罪 罪種・法令別検挙人員構成比

平成19年

27,169人

覚せい剤
取締法

23.3%

傷害

13.2%

窃盗

11.2%
恐喝

8.0%

大麻取締法 2.4%

詐欺 6.4%

暴行 4.5%

公務執行妨害　1.9%

その他

20.5%

賭博 2.4%

強盗 2.0%

風営適正化法　2.3%

器物損壊　2.0%

暴力団被疑者は、
一般被疑者と異な
り、薬物事犯、粗暴
犯罪が多い



来日外国人による犯罪

刑法犯 来日外国人の検挙件数・検挙人員の推移
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検挙件数 検挙人員

検挙件数 21,689 25,135 22,947 18,199 24,258 27,258 32,087 33,037 27,453 25,730

検挙人員 5,382 5,963 6,329 7,168 7,690 8,725 8,898 8,505 8,148 7,528

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

検挙件数は平成１８年以降減少。
検挙人員は平成１７年以降減少

特別法犯 来日外国人の送致件数・人員の推移
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送致件数 送致人員

送致件数 10,090 9,263 8,024 9,564 10,488 13,357 15,041 14,828 12,675 10,052

送致人員 8,036 7,473 6,382 7,492 8,522 11,282 12,944 12,673 10,724 8,386

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

（件 ）

送致件数、送致人員は平成１７年以
降ともに減少



来日外国人による犯罪

刑法犯 来日外国人の国籍別検挙件数構成比

平成19年

25,730 件

中  国

38.7%

ﾍﾞﾄﾅﾑ  4.3%

ブラジル

韓国･朝鮮 8.4%

ﾊﾟｷｽﾀﾝ  3.9%

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 2.0%
ﾍﾟﾙｰ  1.6%

その他 7.6%

ﾄﾙｺ  3.4%

28.3%

ﾛｼｱ  0.9%

中国及びブラジル
の２カ国で 67.0%
を占める

ｱﾒﾘｶ  0.7%

特別法犯 来日外国人の国籍別送致件数構成比

平成19年

 10,052件

中 国

30.9%

韓国･朝鮮ｲﾗﾝ 4.5%

その他

17.8%

   ﾍﾞﾄﾅﾑ 3.6%

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2.2%

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 4.0%

ｽﾘﾗﾝｶ  2.3%

中国、フィリピン
及び韓国朝鮮の３
カ国地域で60.6%
を占める

15.0%

ﾌｨﾘﾋﾟﾝﾀｲ

5.0%

14.7%



来日外国人による犯罪

来日外国人による　刑法犯　検挙件数の構成比

侵入盗

平成19年

 25,730 件

非侵入盗

その他の
刑法犯

知能犯 3.4%

粗暴犯 3.3%
凶悪犯 0.9%

風俗犯 0.3%

42.6%

30.6%

9.2%

来日外国人による
刑法犯罪は窃盗犯
が 82.9%

乗り物盗

9.7%

来日外国人による　特別法犯　送致件数の構成比

入管法覚せい剤法  6.5%

麻薬取締法 1.9%

軽犯罪法 1.9%

大麻取締法 2.0%

風営適正化法 3.6%

迷惑防止条例 2.7%

その他 8.4%

平成19年

 10,052 件 73.0%

来日外国人によ
る特別法犯は入
管法違反が
73.0%




